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今後の対応が協議された第 1回の廃物判定委員会
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現1午、新聞・アレピ等で報道されていろ高病j息位局イシフルエンザですが、ご#じのとおり、 3月3日現在、全凪

で4カl折(乃花病が確認されています。現在のところ(3月25日現在)、県内での発生は見られず、必要以上{こ心配す

ることはあ世ませんが、今後も予防対策に務めて〈ださい。
また、鶏からヒトに感染するとし、った予測的な報道も見受付られますが、圏内でヒトに感染した例はありません。
Lかし、鳥を削っている方々の1[1には、不安を抱かれる方もあると忠われますので、烏インフルエンザとは、どう

いった病気で、どういった症状を示 L、現時点でどういった対!，0をしてもらうと最善であるかを以下に示します。

f高病原性畠イシウルニEンザとは?] 
烏インフルエンザウイルスの感染によって、鳥類に引き起こされる病気で、鳥類に感染すると比較的感染力が強

く、大部分が化亡してしまいますc 一番の感染要|刈と考えられているのは、 i1主i)烏によるウイルスの伝播です。

[主だった症状:②③の症状{ま認めら札ない場合もあります。〕
①突然の死亡卒の上昇①せき、くしゃみ等の11子W}X~lf症状③顔、ときか、脚の腫れ 等

t予防策{ま?~病原体め侵入を許さない! ] 
烏および飼育施設に対して、 jj三井の方法は、野鳥等との接触を避けることです。この病気が終息するまで(当分

の間)は、室外での放し飼いは避け、野鳥と接触する機会をなくすよう努めてくだきい。

また、野鳥の糞も感染源となりますので、鳥小!毛の周囲の消ふじゃ鳥小屋の中での作業はできる限 1)、専用の長靴

を町出してくださいυ

【消聾する場合協?) 
逆性せっけんlfぽ 1000倍程度に水で、薄め、週十 3刊鳥小出の内外を消毒すると効果崎ですc 府守司

※1000倍t:!EJ主であれば烏にlE影響を及ぼすことはありません'¥ハ
※逆性せーっけん液は、薬品、農協等で取り扱っています c 万一 八、 j 

七 0 )つ人に対しては、衛生的な生活を送るためにも、念のため似 Fび)対 Lr:.、を心掛けてください。

-鳥小屋へ入る場合、専用長靴の使明、また長靴の洗浄、消みの励行
-手洗い、手指消毒、うがし〉等の|功行。

烏を飼っている方々の中には、様々な報道で不安を!惑じている方もあるかと忠われますが、消毒や桐を張って里子日

を入れない等の下|坊や、手洗い・手指消毒をすれば感染の心配はありません一そのため、間育中の鳥を野山に放した
り、処分するようなことはせず、冷静に対処Lていただくようお闘いします

また、飼っている元気な鳥が、突然死亡したけ、対応手に不安を感じたりする場介は、下記までご一報ください。

以Lの対策をとったトで、まん延防止のためにも、連絡等のご協力をお願いします。

樗翻E糠覇関室調軍曹組纏醐礎難敵講義富蓮華髄麓鞠鴎警を~:I量購
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公職選手j去の古1)が改正され、郵便与による不在者投票について、対

象者が拡大されるとともに、「代理記載制度」が新たに創設されました。

郵便等による不在者投票の対象者の拡大

介護保険法との要介護者で、介護保険の被保険者証に要介護状態区分が要介護5である者として記載されている

方が、新たに郵便等による不在者投票をすることができるようになりました。

名簿塁手緑地の
市長印村のご

選挙管理委員? ①申請

郵便等投票証明書

ヨ7言葉手続-

名簿登録地の
市区町村の

11 選挙管理委員会

請求書
(署名必要)

郵便等投票証明書

選挙人
投票用慣a投呆吊封[品

まl郵便等をもコて送付|③君事寝室E通じ九詰臨
に入れた後、その表面に署名

E費量吏等による不在者投票におiする代理記載制震の創設

郵便等による不投票をすることができる選挙人で、自ら投票の記載をすることができない者として定められ

た次のl工またはに該当する方は、あらかじめi[JI;(町村の選芋背理委員会の委員長に屑け山た者 :iZ芋権を有する

者に限るJに投票に関する記載をさせることができるようになりました。

①身体j;_i'~'t主者福祉法の身体障害者で、身体障害者 J帳によ臨又は視覚の障害の程度が 1 級であゐ者として記載され
ている者

③戦傷病者特別援護法上の戦傷病者で、戦傷病者手帳に上肢又は視覚の障害の程度が特別項症から第2項症までで

ある者として記載されている者

水道メーター検針自が変わり
~合併移行業務によるも

市町村合併陪行業務にIfし\毎月の水道メータ~針 11
が変更になります 4片検針(5月請求分)からは、日]件j

全域を毎日2011ごろからお日ごろまでに検針することにな

りますので、ご珂併とご|お汀をお願いします。

なお、ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わ

せくださいハ

{お問い合わせ先]役場生活環境課水道係 (B52-1111

く内線52.53>)まで。

-3-

長浜町防災マッフ。莞

~4 月中

役場総務課では、この度、災害時の避難場所等を記した

「長 ;j~mJ 防災マップ」を作成しました
これ辻、平成15年11月28日に|司土交通右大i川11川国道事

務所が、肱川の浸水想定区域の指定および同戒が民水した

命 fP、定される水深を公表したことにwい、山が作成し

たものです。

このマップには、避難場所や情報伝述市路与を示した

i JJtJ 11 i~~7k避難地図J (洪水ハザードマップjとL砂災害や

津波などの災害時の心得等が帯かれた「土砂災害危険・津

波浸水予想、区域図jが七ットで印刷されています。

なお、皆さんの家庭には4月中に配布する予定ですc

※肱川浸水想定区域図;士、国土交通省大洲河川国道事務所

ホームページで見ることができます。

hltp: // www.skr.mlit.go.jp/oozu /日Jrl日ui/ i川町.html

fお問い合わせ先]役場総務課消防係(宮52-1'111<内線
. 17>開講)2031)まで。
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三平成年雪大卒者等 室愛震粟指定標準米制度の麗止について
も合同就職麗接会のご案内 誌

{部品叱村守んちぺあ02L t~ ðTi ワミ3* 期和旬、jhhlJ1rii;斗 ít~í白黒F

企業と学生とが一主に会し面接等を 米制度」と「たくわえくん制度Jを制定していましたが、平成16年4片に改正食

行う場を設け、就職応募機会の提供を 糧法がJ直行されたことによ上干成16年3月3111をもって「指定標準米制度Jを

行う合同就職面捷会を l'記のとおり問 廃止することと主ったため、それに伴い「受ほ県指定標準米制官Jを同日付けで

催Lます。 廃止しますのでお知らせしますc

!日時]平成16年 4 月 24 日 (.-f~) たごし米穀販売業者が同年3月31日までに精米したものについては、 4月以
午前10時~午後3時半まで 降も「愛妓県帽定標準3itj ど L で~，~売されますョ

[場所jアイテムえひめく大展示会 なお、今後も引き続き政府米をql心としたi則岡崎な[たくわえくん」は販売さ

場> 仕 1111日大可~f'l 2-1-28 7します。

i州事者]平成17年3月大辛等本業予 詳しいお闘い貧わ立、愛媛県庁農林水産部農業掠興昂農産園芸課食糧係(曾

定者(大学・担大 高等宇門学位。り 関 2・まで。

修学校・職業能)JI:増発校)および半1;)(:

16年3月ん学等未就職字業者

[お問い酋うせ先}雪際労働日(ハロー

ワーク雪039-94:5-5221) 

いよいよ害事云!針金樽2994
オープニンダイペントめよご案内

(¥ 

標記の長いが愛媛県において問催さ

れますc多くのを加をお待ちしていま

すυ

!日時j平成16年6月2日(水)

186B間にわ吃って繰り広げムれる「えひめ町並肯2004Jの聞辛を告げるオー 午夜 1 時30分~5 昨
フ。二ングイベントを下記のとおり開催します。ぜひお越しください、(参加燕料) [場所]愛媛県民文化会指

[ l'時)平成16年4月29日(木・祝日)午前9時半~午後3時1"まで [内容}式典 e シンポジウム

[坊所]西子市宇和町石城地区れんげまつり会場 詳しく位}ホームベーシをご覧〈ださ

【お闘い合木建先〕霊接県町並博2004翼有委員会大洲享諮問(宮) いohttp:グwww.pref.ehime.jp/doboku/

ま1:0 dobok日2I Icabetu I sa凶/

】獄t料5荘E5お綜5恥お::::蹴3台廿

~l: ~jふ，、唱f拘Z劫Lレ1 雪茸t護体豪鯵舎喜￡言加審嘉妥葉害! ~ ~轟f壕Az了J指台/ゲT埼喜古クシ九J ア刀レ川/パ1ヴ予X丸二グφ丹d巌す」止t (l)t::号切己草単軌f担にζ/

将来、看誰師になりたいJ半生さんはもちろん、家 七クハラは基判19人潅の侵害で、あり、被害者のみならず行為者も

族の介註に没立てたい方、病院のことをも Jノと知~) 働く坊を失うことにつながる大きな問題です。 企業にとっても、人

たいjjなど、どなたでも参加できます J 付の損尖ベ，長イメージの111卜会を招き、雇間管理責任が関われる間

[施設名ー開催日・募集人数l 題です。

市立八幡浜総合病陥(八幡浜J!I大半1-638) セクハラは未然に防止することが最も重要であり、町 If，堰問機会

5月比日(木)10人 均等法では、セクハラ防 [1"のための事業主の配慮義務を定めていま

真相内くじち 1)ハピリテーション病院(八幡浜 11I真 す?

網代ト[1229-5)5月15El (土)6人 J引業主は、①セクハラ防止のための方針の明確化とその周知四啓

【申込み方法]往復はがきに「ふれあい看護体験参 発、②相談 E 苦情窓口の設置、③セクパラか生じた場合の迅速かっ

加希望」と明記の上、中庄市、②氏名(アリガ、ナ)、 適切な対応が求められています。

③年齢、④職業(学生(土学校名、学年j、⑤電話番 人ひとりが1;t本的人権を骨重され、能力を発揮しながらいきい

号、⑥洋服のサイズ、⑦中・高校場合は、学校 きと働くことのできる職場づくりのために、セクハラをなくしましょ

の許可の有無を記入し、 4月20日(火)までに、直 う1

接各施設へ申し込みください ※中・高校午の場合 愛摂労働局雇用均等室では、七クハラに関する様々 な相談を交け

は、学校の11干可が必要です〕 付けてしミますので、お気軽にご相談くださいn

[お問い合わせ先]愛媛労働局雇用均等霊(盟関与935-5222)まで。

4← 
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室冷凍庫の題コたご事手数草寺が変わつます!
j ~家電リサイクル法改正のため~

平成16年4月1日から、家電リサイクルj去の対象品(テレビ・洗濯機 B エア

コン・冷蔵庫)の4品目に、新たに「冷凍庫Jが加えられることになりました。

これに伴い、町では冷凍庫を今までの対象4品目とl司じように、購入した小売

庖がなくなった旬、引越し等により小売庖が近くにない場合に限り、粗大ごみ

として収集しますの 収集料金[士、冷蔵庫と同額の l台あたり6，000円に変わりま

すのでご注意ください。

{お問い合わせ尭}祭場生活I異境謀環境保(ts'52-1'I11く肉親54>)宮で。

謹話路岱拙鵬端正和::固:回耕民話器持固通時欄説話4・.:::~詰~:::~~:::::::::~::詰担保昌吉諮問器提在日回日.;，，:~:.時島容器細醐~:~~:::;:::::;~:::~:::恥::固:固・

3こん本喪主請求/ごこ産震!一一一一I
|支払i亘和電量襲空請求とiま? I AcX-;~7". I 

固利出した覚えのない有料アダルトサイトの利用料金 | 検雄f手段
。身に覚えのない借金の取り立て

-すでに解約したはずの資格通信講座の解約手数科・
: v I 伐推 r~4え会社

継続手続手段料などを、はがきやメール、電話な)

で請求するもの。

勢襲空需求の特徴

-債権回収業者を名乗り、「期限内

に振り込めJIすぐに連絡先に連

結LろJなどと青いてある。

-支払わないと「自宅日収に行く」

「回収手数料を加賞して請求する」

などの脅し文句がある。

[消費生活に関する相談窓司〕

八幡浜地方屑県民生活課 (B0894-22・

4111)または長浜町役場経済課(宮

52・1111<内線的>)まで。

警警禦量i青求への対応
・一切支払わないこと。(一度支払

うとターゲットにされ、新たな請

求をされます。)

-こちらから連結をせず無視するこ

とc (連絡すると相手に個人情報

を知られてしまいます。)

-実際に利用した分は支払う必要が

ありますが、法外な延滞料金など

は1支払う必要はありません、

i新刊情報です~長浜町立図書館~
書名 著者

つ二百年の子供 大江健竺郎

013歳のハローワーク 村!二龍

.0老いること暮らすこと

目 。炎は消えず 夜明け前の志 1:j主の足跡を訪ねて

影踏み

、IL岩弓枚

入野 清

横 山 秀 夫
a 

._圃園開幽・・園町咽・園園田園周 回 酒 田 ・ 園 田 圃 圃 圃 園 田 園 圃 ・ ・ a 圃園 田 E 胆・圃園田園・開園同圃圃-- 園 田 園 田 園 E 園田園・・四幅組欄腎園田岨園開同.
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:~:~::端部鑓艶;寝鋭輸長越:;:~;:;rf~~~~抗運臨担鑓蹴猫醐i平成時年度
役場の支払(振込)

平成16年度長浜町役場の定例

支払日(預貯金日開援込)が、

次の H程と な り ま し た 。 請求書

は 、 納 品 と 同 時 に 提 出 す るよう

にしてくださし」

なお、請求吾:には、課名等奇

書いて却さ、ず押印を忘れ主主いようち

※平成17年 1月以降については、

現在合静協議中のため、決定次

第お知らせいなします。

炉:::-;;::吉田'::::::::詩捕鯨話略語::::翠翻掛J 園巴::>>X::::::~::嶋中:融融制副

主海に関する靖報
も 4月 18スタート

海上保安庁では、一般船身(1や

漁船のみならず、マリンレデャ一

等に親しむ:方々を対等ととした新

しい情報提供サービス:沿岸域

f育辛目娃イ共システムをスタートし冶

y二しまし犬二。

こ れ は 、 海 耕 情 報 、 気 象 1毎

象情報、海上工事情報、航路標

識の事政情報、潮汐情報等をの

ホームペ←ジ、②テレフォンサー

ビス、③FAXサービス等によ

り情事は是供するシステムです。

詳し〈は、ホームベージをご

覧ください。 http:IグwWIN.kaiho.

mlit.go.jp /06kanku / matsuyam 
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何事時融鞠Tt1J持?!議長じ-ノ〉 冷滋 魁rτ 選hl

?工芸-<<，~一 病院やスーパ一、コピ
世~ニの24日寺間信業があたり前の時代

です。そんな社会σコ中で、健康で規則正

しい睡眠を保つことがだんだん難しくなり、睡眠

害を訴える子ども、大人が増えています。「眠れない」

「朝きられないJI日中限しづなどの睡眠障害は、学業や

仕事の能率の低下、居眠り運転や各種生活習慣病の悪化に

もつながりますの

4:;ぞうすれizru睡眠ガ縛告れ守ω己
t快

眼
の

ツ

しょ
① 睡眠時聞は人それぞれで、成人の場

合l去、 6，7時間前後ガ充足の自安。

日中の眠気で因らなければ十分。

② 就寝前4時間lま¥力フ工インを含む

コーヒーや紅茶¥栄養ドリンク、チヨ

コレートなどは避け、 1時間前には喫煙をしない。軽い読書や畜楽¥ぬるめの

入浴、筋弛緩トレー二ングなどのリラックスj去を。

③ 就寝時間にこだわらず¥眠たくなってから床につく。不眠だと早く床にっこ

うとするガ、逆効果。

④ 前の晩に何時に寝ようと¥起きる時間は一定に。巴曜日遅くまで寝ていると、

月曜日の朝ガ、つらい。

⑤ 目ガ、さめたら日光を取り入れ、夜は明るすさ、ない照明を。起床して太陽の光

を浴びると、それから15，時間後に眠たくなる。朝¥光による体内時計のリ

セットガ行なわれないと、夜、寝付く時刻ガ約 1時間遅れる。また、部屋を明

るくして寝ると体内時計のリズムガ遅れる。

⑥ 規則正しい3度の食事と規則的な運動習慣は熟睡を促進する。

⑦ 昼寝をするなら、昼食後力¥う午後3時までの聞の20，30分。規則正しい

屋寝は、日中の眠気を解消する。

⑧ 眠りガ浅い時は¥むしろ積極的に遅寝・早起きにして就寝時間を減らす。

18時間眠らないといけなし¥jなどとこだわらない。

⑨ 睡眠中の激しいいびき¥呼吸停止、足のびくっき¥足のむずむず感は要注意。

それぞれ睡眠時無呼吸症候群、睡眠時周期性四肢運動障害、むずむず脚症候群

の可能性ガあり、専門医に相談する。

⑩ 十分に眠っても日中の眠気ガ強い場合は専門医に。

⑪ 睡眠薬代わりの寝酒は、深い睡眠を減らし¥夜中に目覚める原因になる。

⑫ 睡眠薬l誌、医師の指示で正しく使えほ安全c 一定時刻に服用して就床。アjし

コ-)しは併用しない。

。方(;t， 12のこコツを参考{こ、普段の

明返ってみましょ o

長浜町保健センター(曾盟国3055・(有 95)
iこも、お気軽にごキIn薬下さい。
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住単品信記鋳車購入i手間顎誌協で雪
ガ、のfF食料年 コノ

4月から完全嚢
二収納覇パー

警暴空襲電量毒事要

実施~

国民年金保険料の納付が、 4月から全国のコンビニでの納付が可能とな

り、夜間・休日(年中無休.24~ぷ間)でも納付することができるようにな

りました。

コンピニ窓口でwR年主保険砕を納付するためには、コ〉ピニ収納用バー

コードが印刷された納付書が必要です。(ただし、平成15年4月に送Hさ

れた納付書にl土、コンビニ収納田バーコードが印刷されていないので使用

できません。)

平成161，1!j )'jに送刊する 111:.分の納付書にはすべてバーコードが印刷さ

れ、コンビ、ニ窓口で、の納付か本格的に IIJ能となりますハ

j肉付できるコンビニは次のとおりです。

ード~納付書にご手IjJ脅くださし¥! 

険1日本自談
。開催場所・-ー長浜町商工会

5年度開催予定日
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1t護保
竺干F置

いι 、iが 1陸軍盟 1 

三人 I晶園田 告せ
~~J~鰭震護保験加入善言宅介護 2号被保
〈叫歳方そう64s震までの方〉の介護保険料)率 ります i
千成12年 4月にスタートした「介護保険制度」は、 40恥から介護保険料(税)

を納めていなだき、介護が必要になった時に認定を受けて介護サーピスを利用

する制度です。

この制度を維持、運営していくため、介護 2号杭保険荘 (40肢から64歳)のすべての方に介護

保険料(税)の納付が義務づけられています。現在、国民健慎保険の被保険者 (40歳から叫ん記)で

ある世帯に対する介護保険料(税)は、国民位康保険税と日故に所千!?割@資屋割。均等割・世帯割

により荒I定し賦課されています。この納付された介護保険料(税)は、介護納付金として診療報酬

支払基金へ納めていますc

この介護納付金は、|王!と保険者が 1/2ずつ負担することになっていますが、全国的な介HEサー

ピス利用の増加に伴い、 16年度は前年度に比べて約11%の増額となっています。この負担割合

(国が 1/2、町が 1/2)を維持し、健全な逼背をはかるため介護保険料>(税)の料(税)率を変

更するよとになりましたので、皆さんのご理解ご協力をお願いいたします乙

む介護保険料(粧)の算定

*介護 2号被保険者分 (40歳から64最)ネ

区 分 改正 前

所得剖額i 所得i応じて計算

資産割額三産に応じて叶五計十

均等割額(加入E数に応じて計算| -[ ri--
八
川

U
ハハ
U

ハ
Hu

p
n
U
 

1，0% 

6.0% 

世帯割額 I->世帯いくらと計賞 4，000円

改正後

トー1.2%

5，000円

。軽減世帯について

均等割額および世帯割額については、所特に応じて 7制、 5割、 2割の瞳減が行われます。

古 17剖軽減される世t布」とは、その世帯の所得が33万円以下の世帯をいいます。

古 15割軽減される世帯」とは、その世帯の所得が [33ノゴ円十円被保険者数-11X21.5万円 f] 

以下の世帯をいいます。

古 12割軽減される世帯」とは、その世荷の所得が [33万円十(被保険者数X35万円)]以 1'>の

世fをいいます。

。介護分の軽減額(年頭)

区一分 (一7~U百市害割リ
均 手叩割 額 4，2山州2001∞叫0引[lq] ! 3ω仙川川O川仰川|ド円I守:J 1山

世 市 害割』 額 1 3，点却川5ω刷0ω0円 1 2，500円 1，川川0仰附0ω0円

合 言計r 7一;-15，500円 I 2，200円

お問い合わせヲモ

役場保健介護課圏保係

(B52・1111く内線引>)

まで。
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ぜ
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三
月
七
日
、

J
R
伊
予
よ
灘
駅

j
E

浜
駅
間
の
約
十
七
凶
で
、
し
お
か
ぜ
ウ
オ
ー

ク
な
の
は
な
大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
公
族

連
れ
な
ど
約
三
百
七
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
子
一
帯
、
線
/
リ
川
岸
田
り
線
)

の
活
性
化
と
鉄
道
へ
の
埋
嶋
を
深
め
て

も
ら
お
う
と

J
R
阿
国
が
伝
川

L
た
も

の。
三
月
と
は
思
え
な
い
山
一
冬
な
み
の
宍

供
と
な
っ
た
当
日
、
一
七
は
午
前
九
時

に
一
一
路
長
浜
を
目
指
し
て
了
J
R
伊
予
上

灘
駅
を
出
発
庄
中
の
今
坊
し
お
さ
い

山
で
は
、
地
元
の
方
々
に
よ
る
接
待
を

受
け
た
。
昼
過
ぎ
、
コ
ー
ル
の
町
民
の

広
場
に
到
一
者
し
た
参
加
者
ら
は
、
完
歩

証
を
受
け
た
絵
、
各
税
同
一
回
が
よ
り
一
ち
悦

ぶ
中
、
い
ろ
い
ろ
な
地
元
特
産
品
に
舌

鼓
か
一
打
っ
て
い
た
c

ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
嵐
太
鼓
や
上

離
漁
協
婦
人
部
に
よ
る
共
栄
網
音
頭
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
赤
橋
の
開
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行
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れ
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首
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迎
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た
。

な
お
こ
の
日
は
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
も

運
行
さ
れ
大
会
に
花
を
添
え
て
い
た
。

寒風の吹く中、長浜を白指す参加者たち

勇壮な嵐太鼓で歓迎!

;ん に l草に H と 金 じ うじでまばがカろてすし懸たとじたてピこに しんン ! 
;だも害絡がい然きこなさ勤しーコ立はもい 、命 7う、さくくデの体おてがを先.

けどをれ過うをんのあんかた ζ つ d一見た矢文がでもん之されオこをじぐ学売日 i
:良り Jうてぎふわは J受とのぜ~ e ごせだ際えんもしはんたでと動主だ校りの J
jいまー〉いるう p寸業忠がる M と さくていにさぱおれ、あお見をかん主にに 近
子した三とになごがいんよも、 は心くたハえっじな本つじ 1:> 初すはい来来待、

lにた人ま、思いいあまばうで 'L、岡仁戸し I あて三い当大二三おめこ手まてての
な。をしそいーなっしりにきのおし吾、モれ、ん左はよんじてと足し、〈時
つ 今 さ た んまムあたメごはなな±ずみい白ニばハはい寝うのさとががた私オL 問

; で さ け 。 なし 7〈、 す 0 す っ か IUj :;'まま分力ず l 、うた公ブi んデ C 不 C たる
i喧えるま気 た 合 障 ぐ ごか っ v もししのもつモリこき%がよオーさ自 ち
寄るよた持。 塑害あ か の た む ;うたたカ iりょ二ニハとりが明りでま由 一ンつ

A とう前ちけ乏がと つだ体 少。つでいとカビをにしる:暫そでで 年屋 も
ょのはれだ あ は たか合ノJ しおハ烹てももリ聞なまくヤエん辰 生の学

担一気与しど ι っ、 んらこが o 1 つ聞で H欠をきっす fたいま う にお校
解し持 JLだ、五てーl だ 、 こ 入 がさ E とかきけ まで。顔戸 L174よ 活じに
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! ごもでがくまきに う と き と何かちうわたでノ¥と しをでまイ可し夜、って
i す避す初J普し方生おないら JJ い度らやーれとすピ主ノf た、きたをたはけい

。け c め通たがきば気うめじう ιだ、!芝てし A ごリにン。勾lま見話。イ可てき
目 て長かに。力てはがこな 3 こ 1i1Ii二家パおうそや「屋 らせたしで度リま
E い )L ら 接 そ 強 い 義 し と い ん と皮民族ンじ二れめ人の ず ん 白 て も か ハし

た にでししいま足まの」ゃをもいやをきとどま間お 知でをい、おビた
なきてどとヰをす本 お言「ま)，'，1作 んだ けず やじ らし気いけば 1)

i とつな い 今 出 。 問 。 当 自 ! ぞわあすり打がとおかめき ずたにかがのをそ
; をたいまでど私す の は を れ妻。かだが思じ ι ま /ν の ，~分を家行し

、おと す は る は こ 意何はま£そらいんいさ す(そ う 私 で か す に いて
ばいう、よそと 昧ィて 1 しのとばまん主か ちは、 (i) 之〉手氾

Z Z2E52会ミ 存よ工 7号EぅEV先手書 54金 三一基主 TFlfE 
言射しかはるなね が¥と け jIIが強の、しれれ L Il ばるん違」
りのつ、こすぱ前 勺 き、 九っとあいはよんんとぐ にのこでつ行し美

: 三事 54らE2 12 E三瓦 三竜三喜一喜ごす万石 室主会主〈 3だ号 i
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た行 に とかでらまたば造園田圃園泌瀦髄瞳鶏謹離綴E 線機必齢鱗麟謹醐てやれけの!伎を の なはて
おきなイ可シらもずで 。な議・・圃官議運圃E客室聾鱒Z総勢調襲撃鞠 L どが j犬を切おはこり知し 3

U 主り R ヨ 、こ豆頁なこら遡・・・医療懇甑院議議議関淑鱗議関た 、な川し断(王 、うまらた
もし まか ソいれのくんな醸璽耕磁幽思惑掴箇箇格安笠伊竺幽露幽仁病のをた寸はい思 j レよ
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j
第

5
回
長
浜
西
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

5

土
月
二
十
九
日
、
問
中
央
公
民
館
大
ホ

i
ル
で
、
第
五
関
長
浜
町

生
涯
学
習
ゆ
ま
ち
づ
ぐ
り
推
進
大
金
が
開
催
さ
れ
、
鞍
育
ロ
福
祉
関

保
者
や
各
和
一
団
体
関
綜
者
ら
約
一
一
一
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

女
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

長
浜
高
校
郷
上
芸
能
部
員
に
よ
る
長

浜
立
年
お
ど
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

占
洲
士
一
一
位

章多

永
年
に
わ
た
り
公
民
館
活
動
推
進
に

功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
、
表
彰
状
、
感

謝
状
が
噌
ら
れ
ま
し
た
。
一
十
三
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
)

女
遊
楽
劇

オ プニングを飾った豊年踊り

ま話とれ人もつ 11'健文 れたで相りで とい
れに時て /L=.楽の「わ康甫落宵るがは談ま終身題つ町
て会折いをし味趣れほさ語講ス、、民し始近しか内
、地交ま送み を味ましんゑ テ面思のた、なた者劇

E山2たぞえき真たよ E孟演 LE字示均三島要企団
た終ユ o ( ま きて味。りる育 でか院の久のが劇護
。始 l テしが、， 」「許 ししぐ掛保絶スが) 1 

、モンいいい人 と笑論 たくむけイえタ上「ス
笑 ア ポ o 、く間 庖い家 。も観合チな 1 ?0lこ」
いたの」夢つ味 しはで 考客いといとさこに
のっょとをにと たたも えもの亀上いれずよ
渦 ぷ い 訴 持 ない 講つあ さいシ田漬う子そる
にり話えつつう 演ふる せま l 道と干し
包 の 術 ら た てて が玖桂 らしン代な E72よ j

1( 火ー恭一一栄一ポ l 小 1 ぺ t 米 女-e>←一米一一米一-;←→与一→ト寸、 円 ~ 本 来一→ト寸←一米 当←→←一栄一一来一一来一

持ず血者 を健じ い を で い 主第
えっ圧ら試広全く会る目、かこ推
た皿予は食げな安でも的地しれ進 III[片
健 に 防 、 に よ 青 全 は の 仁 域 な は 協 健 二
康 取 食 肥 訪 う 少 な 、 。 、 性 位 、 議 康 十
食 り な 満 れ 」 年 食 久 :民康会会食ー
に試ど予たとを材保 年の良活王味日
一一食全防約あ古を標 に健の動催ま
鼓 o十食百いて使子 一 康 試 で ) つ ふ
を塩五を六さ健い会 度意食学がりれ
打分品は十つ康、戸 開識をん開(あ
つや目じ人。作心か 催向むだ響町い
三甘をめの り身、 き上ろ知 E1米五
どさ一、参 の共「 れなこ識な健館
ムちをつ高加 怖に正 てどとを~栄で

熱のこもった演技が感動をよんだ遊楽劇

'ん4
c
 

喬
φ

弐
イ

刊
一

食
曹
の
大
切
さ
を

ー
第
三
回
健
康
食
味
ま
つ
り

1

合
護
の
実
技
を
交
え
て

10 

ー
櫛
生
で
人
権
を
考
え
る
集
い

1

二
月
二
十
二
日
、
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
人
権
を
考
え
る
仲
間
の
集
い
・
ふ

れ
あ
い
広
場
(
同
セ
ン
タ
ー
主
催
)
が

開
催
さ
れ
、
地
元
住
民
ら
約
二
百
五
十

、
ー
ヘ
ヌ
け
日

/
Z
o

Ff/
カ

P

ム会μ
で
は
、
櫛
生
小
学
校
児
童
に
よ
る

人
柱
作
文
の
発
表
に
続
い
て
、
愛
媛
県

社
会
福
社
協
議
会
介
主
実
技
普
及
指
導

員
の
井
下
ゆ
か
り
先
生
の
「
在
宅
介
護

の
実
際
・
さ
あ
起
き
よ
う
出
か
け
上
う
」

と
題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
、
「
寝
た
き

り
に
な
ら
な
い
安
全
で
楽
な
介
助
方
法

を
身
に
つ
け
よ
う

1

と
、
車
い
す
や
介

護
用
ベ
ッ
ド
な
ど
を
使
っ
た
実
技
指
導

も
行
な
わ
れ
た
。
参
加
者
ら
は
、
実
際

に
車
い
す
を
押
し
、
自
ら
の
手
で
感
覚

を
確
か
め
て
い
た
。

試食する参加者たち

実技指導を行なう井下先生(左)



一
一
一
十
囲
聞
を
迎
え
生
し
た

liiiii!

大
和
太
陽
の
広
場

1

三
月
七
日
、
大
和
小
学
校
を
中
心
に

大
和
太
問
の
広
場

(
M
N
実
行
委
討
会
、
主

催
)
が
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

今
回
で
三
十
回
目
の
節
目
を
迎
え
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
第
一
部
の
「
み
ん
な

で
心
一
止
ろ
う
・
歩
こ
う
十
時
」
で
は
、
寒

風
吹
く
中
、
地
区
内
を
勢
い
よ
く
走
り

抜
け
心
地
よ
い
汗
を
流
す
参
加
者
の
姿

が
見
ら
れ
た
。
第
二
部
の
「
ふ
れ
あ
い

広
場
L

で
は
、
各
種
展
示
や
バ
ザ
1
、

芸
能
発
表
な
ど
の
ほ
か
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
教
主
も
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
来
応
体
験
や
写

其
撮
影
な
ど
楽
し
い
小
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
た

1 
乗馬を楽しむ子どもたち

み

な
で
楽
し
く
漣
腰
、
つ
〈
り

-
p日
泊
地
区
歩
巾

L

忘
れ
L

入
会

1

一
一
一
月
七
日
ー
白
滝
地
医
内
で
第
十
八

川
白
滝
地
医
歩
け
走
れ
ド
八
会
い
か
潤
催
さ

れ
、
地
一
川
住
民
ら
約
百
七
十
人
が
幸
加

し
た
。渉

く
コ

1
ス
(
三

E

六
1

m

)

十
戸
一
£
る

コ
1
ス
(
一
二
e

八
1

凶
)
仁
分
か
れ
て
、

号
砲
と
と
J
U
に
公
民
館
前
を
ス
タ
ー
ト

ζ

柑
す
い
よ
ぐ
走
り
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
後
半
疲
れ
て
伊
き
山
山
す
参
加
者
の

姿
も
見
む
れ
た
。

終
了
後
は
、
婦
人
会
に
よ
る
う
ど
ん

が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
ア
ニ
メ
焼
写

会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
l
ム
大
会
も
行
わ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
〈

明
る

U
豆、、つぐ

豊
茂
/.'、
品三、

巨;
館
fiJf 
空枯
ーし 百園
会仁
二L、=つゴ

) í~ 

三
月
七
日
、
豊
茂
小
学
校
件
育
航
で
、

第
三
十
六
回
査
茂
公
民
蛇
研
究
ト
八
会
閣

催
さ
れ
、
地
区
住
比
約
八
十
人
が
参
加

秘
め
ど
る
ま
編
集
長
の
小
合
く
め
先

生
を
迎
え
、
「
み
ん
な
で
生
き
る
・
社

会
を
変
え
る
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ、

r
I
小
i

七
年
に
も
及
ぶ
白
身
の
嘩
害

者
主
活
の
巾
℃
、
「
悲
し
い
実
態
や
思

い
を
世
阿
に
訴
え
る
た
め
に
本
を
書
い

と
。
障
害
者
し
に
い
え
ど
も
が
(
心
し
て
氾

き
て
い
け
る
、
認
め
九
れ
る
社
会
や
一
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
1
Y

一
話
さ
れ
て
い
た
コ

勢いよく駆け出す参加者たち

4金h

~Il 

大
切
と
を

ー
豊
茂
小
セ
一
フ
ピ

1
犬

学
習
会
1

「障害者にも安心して生きられる社会をJと訴えられたIJI倉くめ先生

一
一
一
月
十
八
日
、
豊
茂
小
学
校
で
七
一
ウ

ピ
l
h入
学
習
会
が
閣
併
さ
れ
た
の

こ
れ
は
、
犬
と
の
触
れ
斤
い
や
交
流

を
通
し
て
心
や
身
体
を
癒
し
、
動
物
の

命
の
尊
さ
を
学
ぼ
う
と
企
両
さ
れ
た
も

の
。
当
日
ほ
、
一
折
居
浪
人
山
の
ド
v
ゲ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
訓
練
士
や
地
一
川
の
獣
医

師
な
ど
が
未
使
L
指
導
に
あ
た
っ
た
っ

前
半
は
、
犬
、
ど
の
持
し
方
や

L
つ
け

の
仕
方
な
ど
の
ほ
か
、
ア
ジ
リ
テ
ィ
ー

競
技
(
た
の
障
害
物
境
定
)
も
披
露
さ

ーた。後
ド
は
、
実
際
に
八
円
の
丈
と
触
れ

合
い
、
児
荒
ら
は
、
な
で
た
り
い
っ
し
ょ

に
辺
劫
場
を
走
り
回
っ
た
h

リ
し
て
交
流

を
深
め
て
い
た
。

花
い
っ
ぽ
い
の
明
あ
い
町
に

ー
環
境
転
地
へ
植
栽
i

三
月
十
九
日
、
環
境
緑
地
の
花
培
ヘ

ガ
ザ
ニ
ア
が
植
栽
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
花
い
っ
ぱ
い
の
町
る
い
町

に
し
よ
う
と
、
町
が
実
施
し
た
も
の
。

昨
年
夏
か
ら
町
な
ど
が
挿
L
本
し
、
喜

多
灘
小
学
校
児
童
ら
が
育
成
し
た
一
一
千

株
の
ガ
ザ
ニ
ア
の
市
を
、
同
小
児
童
の

ほ
か
商
工
会
支
性
団
員
や
町
内
の
花
の

品
交
好
者
ら
約
凹
十
人
が
、
倍
加
沢
の
日
本

え
び
ね
園
、
王
・
水
口
健
さ
ん
の
指
導
の

も
と
一
本
一
本
丁
寧
に
植
栽
し
た

「
青
島
」
を
か
た
ど
っ
た
花
壇
に
は
、

実
円
か
ら
秋
ご
ろ
に
か
け
て
黄
色
と
紫
色

の
化
が
咲
く
予
定
で
、
参
加
者
ら
は
、

多
く
の
人
に
見
に
来
て
ほ
し
い
と
語
っ

て
い
た

楽しそうに犬と触れ合う兜童たち

きれいな花がたくさん咲きますように!

11 



率
競
十
六
年金

で

一
一
一
月
二
十
一
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
平
成
十
六
年
長
濃
町
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の
消
防
団
員
ら
=
一
百
二
十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
一
月
、
西
山
和
夫
氏
が
新
田
長
に
就
任
、
長
濃
町
消
防
団
新
体
制
で
の
拐

の
式
と
立
っ
た
今
国
は
、
実
候
に
も
悪
ま
れ
、
来
賓
匙
ど
多
数
い
か
見
守
る
中
、
服

装
点
検
や
機
械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ
操
法
や
長
浜
分
固
に
よ
る
は
し
ご
諜
法
い
か
披

露
さ
れ
'
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
表
彰
状

E

感
謝
状
の
贈
呈
、
町
長
式
辞
、
来
置
祝
辞

に
引
き
続
き
、
酉
山
団
長
が
「
今
後
も
地
域
の
た
め
に
肪
災
活
動
に
が
ん
ば
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
由
自
主
芯
至
宝
(
消
防
人
た
れ
l
)」
と
の
訓
示
が
述
べ
ら
れ
、

式
は
滞
り
立
ぐ
終
了
し
ま
し
た
。

式
終
了
後
は
、
全
国
員
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
、
長
浜
大
橋
か
ら
の
一
斉
散
水

道
の
住
民
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

彰
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

湊

隼

人

さ

ん

田
本
消
防
協
会
長
襲
彰

〔
団
本
消
防
協
会
長
襲
彰
〕

O
功
績
章

長
浜
分
団
分
団
長

。
勤
続
章

副
凶
長

出
海
分
団
分
団
長

長
浜
分
団
第
一
部
班
長

第
二
部
班
長

〔
愛
媛
県
知
事
表
彰
〕

O
功
骨
章

大
和
分
同
副
分
団
長

j奏高岡 井矢
津田上野

大
石

長
浜
分
団
第
一
部
部
長
飯
野

〔
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
〕

O
功
績
章

大
和
分
同
分
出
長

。
勤
続
章

大
和
分
団
第
三
部
部
長

長
浜
分
出
第
二
部
班
長

第
五
部
班
長

ク

隼
人

'l 

'l 

喜
多
灘
分
同
第
-
一
部
凶
員

宗女子 常
ー光誠義

タ'

。

。

イン

櫛
生
分
同
第
一
部
班
長

。

第

二

部

班

長

第
二
部
団
員

山
海
分
団
第
二
部
団
員

白
滝
分
団
第
一
部
班
長

fよー，
ノ£

大
成

福

本

定

庫

大

谷

喜

則

村

上

晋

陪

笹

田

信

之

矢
野
真
一
朗

上

田

敏

典

中

見

隆

志

松

田

裕

之

城

戸

晴

輝

坂

東

敏

幸

畑

山

臣

玄

別

宵

康

夫

第
一
部
団
員

第
二
部
団
員

。
央
蝿
消
防
団
員

青

島

分

団

分

団

長

紙

本

青
島
分
団
第
二
部
団
員
紙
本

O
家
族
内
助
の
功
労
者
感
謝
状

山
本
静
栄
(
本
部
分
団
分
団
長

久
雄
夫
人
)

〔
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
〕

O
規
捧
章

大
和
分
回
第
三
部
同
員

長
浜
分
団
第
一
部
団
員

第
一
一
一
部
団
員

櫛
生
分
団
第
一
部
同
員

ウ

初披露となったはしご操法(長浜分団)

。

Jド+-
R仏

乙，

ろ，

イシ

第
二
一
部
出
員

宣
功

ろ，

"〆

。

。

出
海
分
同
第
一
部
団
員

大
和
分
間
第
一
部
凶
員

ク

♂， 

イン

// 

。

'l 

イシ

第
三
部
団
員

ウ

今

白
滝
分
団
第
一
部
団
員

。

第
三
部
団
員

// 

イン

ウ

イン

。

。

大矢
野野

森

内

秀

貴

武

田

直

人

徳
田
喜
美
也

石

内

勝

也

田

中

秀

明

高

屋

信

久

兵

多

儀

彦

田

巾

誠

西

川

幸

治

中

川

勝

巳

大
野
圭
一

渡

遺

裕

文

大

石

佳

史

松

田

浩

久

保

圭

司

井

上

村

也

上
田
健
一

大
野
英
一

徳
山
雄
一

徳
山
麿
一
幸

利
一

正
光

〔
長
浜
町
長
一
表
彰
〕

O
精
勤
章

櫛
生
分
団
第
三
部
団
員

長
浜
分
団
第
三
部
団
員

第
四
部
団
員

第
五
部
団
員

英
則

直
子

。。

山
本

今

♂， 

第
六
部
団
員

喜
多
灘
分
凶
第
一
部
団
員

。イン

。
第
二
部
団
員

出
海
分
団
第
一
部
団
員

'l イシ

。

イン

'l 

第
二
部
団
員

大
和
分
団
第
一
部
団
員

ク'l 

イン

。

。

。

ペ:-

名，

イシ

白
滝
分
間
第
一
部
団
員

第
三
部
同
員

イシ

。

。

。

O
無
火
災
表
彰

長
浜
分
団

{
長
浜
町
消
防
団
長
表
彰
〕

O
精
勤
章

出
海
分
国
分
団
長

(
以
下
六
十
一
人
)

同岡 大石 菊大 畦今木河尾手1I西水宮津浅大高大稲棲
崎田野山地津 田下地野田川沼田井田塚橋谷本本
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井
上

言成



ー
公
民
館
活
動
の
功
績
1

二
月
二
十
九
日
、
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
た
第
五
回
戸
川
町
生
涯
学
科
の

ま
ち
守
つ
く
り
推
進
大
会
の
席
上
、
公
民

館
活
動
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々

に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈

ら

れ

ま

し

た

の

(

敬

称

略

)

〔
公
民
館
優
良
役
職
員
表
彰
〕

米
子
殺
(
長
浜
公
民
館
)

井
上
博
(
長
浜
公
民
館
)

菊
地
秀
明
(
櫛
民
公
民
館
)

大
木
昭
裕
五
旦
茂
公
民
館
)

〔
永
年
勤
続
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

感
謝
状
〕

出
岡
正
則
一
小
央
夫
氏
館
)

全
国
倖
栄
次
一
長
浜
公
民
館
)

佐
野
正
追
(
長
一
点
公
民
館
)

池
田
ス
ミ
コ
(
今
坊
公
民
館
)

菊
地
山
口
一
之
(
豊
茂
公
民
館
)

一
時
同
章
男
一
位
茂
公
長
館
)

久
保
佳
代
子
(
戒
川
公
民
館
)

ぎを
竜一?とイ

画
面
目
凶

E

H

大
和
小
学
校

H

ね
っ
こ
で
た
コ
ッ
プ
に
人
れ
た
ス
イ

セ

ン

に

一

年

物

地

こ

の

み

は
ゐ
の
か
ぜ
ほ
っ
ぺ
を
な
で
て
に
げ

て

っ

た

-

年

畦

光

希

夏
の
虫
春
に
出
て
き
て
大
さ
わ
ぎ

二

年

岡

田

昇

大

技
て
い
で
さ
〈
ら
の
花
び
ら
フ
ラ
ダ
ン

ス

一

一

年

小

川

奈

々

美

春
が
く
る
風
が
ゆ
ら
ゆ
ら
気
持
ち
い
い

な

二

一

年

中

川

満

美

子

葉
が
落
ち
て
ち
ょ
っ
と
さ
び
し
い
さ
く

ら
の
木
二
一
年
一
八
円
本
研
次

脊
風
に
ふ
か
れ
て
花
び
ら
旅
に
出
る

四

年

菊

地

裕

子

な
の
花
が
聞
い
て
春
へ
大
ジ
ャ
ン
プ

四
年
二
一
月

ね
業
中
頭
で
作
る
雪
だ
る
ま

五

年

二

宮

渉

寝
て
起
き
て
ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
雪
だ
る

ま

五

年

大

野

仲

介

H

大
和
白
菊
短
歌
会
リ

つ
い
て
散
歩
す
る
一
湿
気
を
つ
け
て
元

気
な
身
体
神
に
感
謝
す藤

岡

喜

代

夫

一
戸
を
操
れ
ば
一
瞬
冷
気
身
に
必
み
ぬ
雪

か
と
間
違
ふ
今
朝
の
大
一
布

川

上

テ

ル

チ

J

却
や
か
な
晴
着
姿
の
乙
友
達
携
帯
持
ち

て
メ
1
ル
を
打
ち
を
り大

津

邦

下

「
工
イ
、
ヤ
ア
!
ト
L
f
一
行
者
の
-
喝
背

に
え
け
て
裸
足
で
火
の
巾
不
動
の
火
祭

り

京

利

子

何
故
に
山
石
寺
参
り
の
夢
を
見
る
両
膝

痛
く
参
れ
ぬ
吾
が

梓

首
『

イt

ナ
ガ
ヨ

蕃

底徹の用着l
t
u
 

し正のト、ンド
逢
ル

推
イ
止

の
ヤ
防

用
チ
故

利
と
事

会
卜
通

安
ル
交

の
べ
の

車
卜
点

間
ル
標
転
一
差

イ
目
白
シ
交

子
占
川
・
•• 

期

刀

重

0

0

0

 

平戚16年4用自由(火)'"'"' 1 5日(木)

譲り合い笑顔を交わす交差点
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2004 4月15日--5月14日

事、~(J)/.クルシダー
日 曜日 行事名 場所 時間

16 金 有害コミ収集日

20 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 9:00-10・30

21 水 びん ・缶収集団

23 金 組大ごみ収集日

27 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 9:00-10:30 

28 水
ベッ トボトル ・発泡スチ

ロール収集日

5/5 水 びん・缶収集日

6 木 結核・ 肺がん・基本健診
戒川小学校 10・00-11・00
柴公民館 13:00-14:30 

7 金 古紙・紙パック収集日

11 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 9:00-10:30 

ベッ トボトル・発泡スチ

12 水 ロル収集日

乳がん・骨粗怒症検診 JA豊茂支所 8:30-14:00 

結核・肺がん検診 櫛生福祉セン 10:00-11・30
13 木 ター

結核・肺がん・基本健診 白滝公民館 13・00-14:30

14 金
燃やさないごみ収集日

1歳6カ月・ 3歳児健診 保健センター 13:00-13:30 

噂P

結

婚

2
月
届
出
分
(
敬
称
時

イ主

戸斤

氏

長 長

j兵 j兵

高西

崎 森

美 拓

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

2
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

増
田

城
ノ
戸

愛 ま希 き
莱 な美み

白差是

滝茂
7 

お
〈
や
み

2
月
届
出
分

(敬
林
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

名恵郎

柴白長 上 長戒戒 出 長 今 出 上 出
老 老

滝浜松浜川 川海 浜坊海松海

義 吉
国邦

演 111拳 山村 安岡 二 木山 矢 漬山後
村 口橋田 部宮 村下問川 本藤

正
昭

(
七
六
)

ツ
ヤ
子

(九

二

重
市
(
七
五
)

沢
衛

(九
二
)

義
明

(七
四
)

英
子
(
八

ニ

キ
ク
ミ
(
九

二

誠

(九
五
)

シ
ヅ
ヱ

(七
五
)

ミ
ヨ
子
(
六
九
)

美
千
子

(九

二

勝
義
(
七
六
)

安
雄

(八
五
)

人口・世帯数のうごき

2月 末 現在 官官月と σ〉上ヒヰ変

9，230人 15人減

A 亡l (男 4，361人) (男 6人減)

女 4，869人 女 9人減

世ι荷数 3，578世帯 4世帯i成
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